
☆
区
長
提
出
議
案

◇
平
成
１８
年
度
練
馬
区
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
◇
区
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認

に
つ
い
て
（
練
馬
区
特
別
区
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

◇
災
害
応
急
措
置
業
務
従
事
者
お

よ
び
水
防
従
事
者
に
対
す
る
損

害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◇
練
馬
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
立
知
的
障
害
者
援
護
施

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
大
泉
町
福
祉
園
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
も
の
。

◇
練
馬
区
立
心
身
障
害
者
訓
練
作

業
室
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◇
練
馬
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
◇
練
馬
区
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
立
自
転
車
駐
車
場
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
立
少
年
自
然
の
家
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

軽
井
沢
少
年
自
然
の
家
お
よ

び
武
石
少
年
自
然
の
家
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
も
の
。

◇
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
（
６
件
）

◇
練
馬
区
練
馬
清
掃
事
務
所
・
仮

称
練
馬
区
立
桜
台
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
お
よ
び

耐
震
補
強
工
事
請
負
契
約

◆
練
馬
区
名
誉
区
民
選
定
の
同
意

に
つ
い
て

賛
成
＝
自
民
党
、
公
明
党
、

民
主
ク
ラ
ブ
、
共
産
党
、

社
民
党
、
オ
ン
ブ
ズ
、

市
民
の
声
、
国
民
新
党

反
対
＝
生
活
ネ
ッ
ト
、
緑
自
治

◆
練
馬
区
監
査
委
員
選
任
の
同
意

に
つ
い
て

藤
井
た
か
し
議
員
を
監
査
委

員
に
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
す

る
も
の
。

賛
成
＝
自
民
党
、
公
明
党
、

民
主
ク
ラ
ブ
、

国
民
新
党

反
対
＝
共
産
党
、
生
活
ネ
ッ
ト
、

緑
自
治
、
社
民
党
、

オ
ン
ブ
ズ
、
市
民
の
声

◆
練
馬
区
監
査
委
員
選
任
の
同
意

に
つ
い
て

吉
田
ゆ
り
こ
議
員
を
監
査
委

員
に
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
す

る
も
の
。

賛
成
＝
自
民
党
、
公
明
党
、

民
主
ク
ラ
ブ
、

国
民
新
党

反
対
＝
共
産
党
、
生
活
ネ
ッ
ト
、

緑
自
治
、
社
民
党
、

オ
ン
ブ
ズ
、
市
民
の
声

◆
練
馬
区
副
区
長
選
任
の
同
意
に

つ
い
て

関
口
和
雄
氏
を
副
区
長
に
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
す

る
も
の
。

賛
成
＝
自
民
党
、
公
明
党
、

民
主
ク
ラ
ブ
、
社
民
党
、

市
民
の
声
、
国
民
新
党

反
対
＝
共
産
党
、
生
活
ネ
ッ
ト
、

緑
自
治
、
オ
ン
ブ
ズ

☆
議
員
提
出
議
案

◇
総
合
計
画
等
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

◇
高
齢
者
・
医
療
等
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

◇
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
等
特
別
委
員

会
の
設
置
に
つ
い
て

◇
交
通
対
策
等
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

◇
練
馬
区
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◇
区
外
施
設
へ
の
議
員
派
遣
に
つ

い
て関

越
側
道
の
車
止
め
に
つ
い

て
は
、
平
成
４
年
に
そ
の
解
除

を
求
め
る
陳
情
が
、
全
会
派
の

賛
成
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、
同
時
に
解
除
に
当
た

っ
て
は
関
係
住
民
の
理
解
が
十

分
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ

と
も
理
事
者
に
要
望
し
た
。

そ
れ
か
ら
15
年
と
い
う
歳
月

が
経
過
し
た
が
、
こ
の
間
、
区

側
は
地
域
の
方
々
の
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
数
多
く
の
話
し
合

い
の
機
会
を
持
つ
と
同
時
に
、

信
号
機
の
設
置
や
必
要
な
交
通

安
全
対
策
工
事
を
行
う
な
ど
、

最
大
限
の
努
力
を
積
み
重
ね
て

き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

道
路
は
車
両
を
含
め
、
誰
も

が
自
由
に
通
行
出
来
る
状
態
で

あ
る
べ
き
で
あ
る
。

平
成
６
年
と
同
８
年
に
特
別

区
道
路
線
と
し
て
区
議
会
が
認

定
し
供
用
開
始
し
て
い
る
の
で
、

現
状
の
よ
う
に
通
行
出
来
な
い

の
は
違
法
状
態
に
あ
り
、
道
路

と
し
て
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
す

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
関
越
側
道
の
車
止
め

を
迂
回
し
た
多
く
の
車
両
が
、

歩
道
と
車
道
が
分
離
さ
れ
て
い

な
い
周
辺
の
通
学
路
や
高
齢
者

が
利
用
す
る
生
活
道
路
に
流
入

し
て
い
る
現
状
は
、
交
通
安
全

上
非
常
に
危
険
で
あ
り
、
一
刻

も
早
い
そ
の
車
止
め
の
解
除
が

地
域
在
住
の
多
く
の
区
民
か
ら

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
事
柄
を
考
慮
す
る
と
、

平
成
19
年
５
月
23
日
に
そ
の
車

止
め
を
解
除
す
る
こ
と
は
止
む

を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
側
道
の
車
止
め
が
解

除
さ
れ
た
後
も
地
域
の
方
々
と

の
話
し
合
い
は
継
続
さ
れ
る
と

共
に
、
そ
の
多
く
の
意
見
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
更
に
必
要
な

交
通
安
全
対
策
や
環
境
対
策
を

警
察
や
関
係
機
関
と
共
に
実
施

す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
こ
と

を
こ
こ
に
表
明
す
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
19
年
５
月
22
日

練
馬
区
議
会

区　議　会　だ　よ　り平成19年（2007年）7月24日　No.165�

可
決
し
た
も
の

本　会　議

災害の義援金を
贈りました

練馬区議会は、3月25日の能登半島
地震で大きな被害を受けた石川県輪島
市に対して、5月8日に災害義援金を
贈りました。

関
越
側
道
の
車
止
め

解
除
に
関
す
る
決
議

決
　
　
議

平
成
１９
年
第
一
回
臨
時
会
で
可
決

し
た
決
議
文
は
次
の
と
お
り
で
す
。




